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次世代型病院グリーンホスピタルのキーワード次世代型病院グリーンホスピタルのキーワード
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風力エネルギー利用風力エネルギー利用

風力発電風力発電

風力発電風力発電40kW40kW（救急エリアの照明に相当）を設置し、（救急エリアの照明に相当）を設置し、
発電している電力を病院内で使っています。発電している電力を病院内で使っています。

トリアージカラーに塗られた病院のシンボルの風力発電トリアージカラーに塗られた病院のシンボルの風力発電
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太陽エネルギー利用太陽エネルギー利用

太陽光発電太陽光発電

太陽光発電20kW（ホスピタルモールと外来診察室の照明に相当）
を設置し、発電している電力を病院内で使用しています。

来院者へのエコ啓発となる地表面に設置した太陽光パネル来院者へのエコ啓発となる地表面に設置した太陽光パネル
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屋上緑化屋上緑化

職員食堂職員食堂

職員食堂から見える屋上庭園職員食堂から見える屋上庭園

低層部屋上の屋上緑化低層部屋上の屋上緑化
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井水熱利用計画（高効率熱源）井水熱利用計画（高効率熱源）

井水熱回収ＨＰチラー（冷暖房＆給湯）井水熱回収ＨＰチラー（冷暖房＆給湯）

高効率空冷ＨＰチラー高効率空冷ＨＰチラー

ＣＯＰ：ＣＯＰ：5.55.5（散水時）（散水時）
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井水熱利用計画（水蓄熱＆熱回収給湯システム）井水熱利用計画（水蓄熱＆熱回収給湯システム）

2,000t 2,000t 水蓄熱槽（地下ピット）水蓄熱槽（地下ピット）

貯湯槽（貯湯槽（50t50t××22））
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病室の熱負荷低減手法病室の熱負荷低減手法

傾斜庇傾斜庇

直射光と鳥を避ける直射光と鳥を避ける

トイレトイレ＆シャワーの窓側配置による＆シャワーの窓側配置による
凹凸デザインによる日射遮蔽凹凸デザインによる日射遮蔽
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病室空調（井水熱利用水熱源エアコン）病室空調（井水熱利用水熱源エアコン）

バリアフリースイッチバリアフリースイッチ

押しやすい！押しやすい！
大きなボタン大きなボタン

判りやすい！判りやすい！
操作確認音操作確認音

見やすい！見やすい！
大きな表示大きな表示

夜も安心！夜も安心！
バックライトバックライト
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放射暖房 放射冷房

快
適

緩和ケア病室緩和ケア病室

天井放射冷暖房システム天井放射冷暖房システム

天井放射冷暖房システム天井放射冷暖房システム
((冷温水パネル＋水熱源ＰＡＣエアコン冷温水パネル＋水熱源ＰＡＣエアコン))

放射暖房 放射冷房
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天井放射冷暖房システム天井放射冷暖房システム
((冷温水パネル＋水熱源ＰＡＣエアコン冷温水パネル＋水熱源ＰＡＣエアコン))

透析室透析室

天井放射冷暖房システム天井放射冷暖房システム

化学療法室化学療法室
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床放射冷暖房システム床放射冷暖房システム
((冷温水配管＋床下換気冷温水配管＋床下換気))

ホスピタルモールホスピタルモール

床放射冷暖房システム床放射冷暖房システム

講堂講堂
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厨房換気天井システム＋電化厨房システム厨房換気天井システム＋電化厨房システム

調理室調理室

食器洗浄室食器洗浄室

14

エネルギーの見える化・見せる化エネルギーの見える化・見せる化

Aim the smart hospitalAim the smart hospital
For human & earthFor human & earth

-- Next Generation Green Hospital  Next Generation Green Hospital  --

Aim the smart hospitalAim the smart hospital
For human & earthFor human & earth

-- Next Generation Green Hospital  Next Generation Green Hospital  --

Eco InformationEco Information
エコ・インフォメーションエコ・インフォメーション
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大規模病院の原単位大規模病院の原単位 4,0504,050［［MJ/MJ/㎡㎡］に比べ、４５％削減］に比べ、４５％削減!!!!

◆◆開院後８ヶ月間の原単位合計：開院後８ヶ月間の原単位合計：１，５３３［１，５３３［MJ/MJ/㎡㎡］］

年間予測原単位合計：年間予測原単位合計：２，２００［２，２００［MJ/MJ/㎡㎡］］

エネルギーの見える化エネルギーの見える化

月別月別11次エネルギー消費量原単位の推移次エネルギー消費量原単位の推移

全体原単位推移[MJ/㎡]
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次世代型グリーンホスピタル次世代型グリーンホスピタル 足利赤十字病院足利赤十字病院

エコ委員会＆エコパトロールエコ委員会＆エコパトロールRed Cross Red Cross イルミネーションイルミネーション

御静聴御静聴
ありがとうありがとう
ございました。ございました。



「自然の力」を活かした店舗「自然の力」を活かした店舗
イオン（イオン（伊丹昆陽ＳＣ）伊丹昆陽ＳＣ）

イオンリテール株式会社イオンリテール株式会社

株式会社関電エネルギーソリューション株式会社関電エネルギーソリューション

国土交通省 平成２０年度第１回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業 採択プロジェクト

2012年3月16日 （東京会場）
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伊丹昆陽ＳＣの概要

ＣＯ2削減量、既存店比３０％削減を目標にした現時点における
イオンリテール最新のエコストア

（所在地）兵庫県伊丹市
（敷地面積）66,200 m²
（商業施設面積）72,125㎡
（テナント）イオンと159の専門店
（オープン）H23.3.22

エコストアの集大成
イオングループ11店舗目のエコストア

2005 2006 2007 2008 2009 2011

伊丹昆陽SC
▲30%

ｲｵﾝﾚｲｸﾀｳﾝ
▲26.4%

ｲｵﾝ千種
SC▲15%

▲30%

▲20%

▲50%

▲40%

▲10%

FUTURE

1号店

イオンエコストア CO2削減率の推移（既存店比）

ﾌｭｰﾁｬｰｽﾄｱ

（仮）ｲｵﾝ大阪ﾄﾞｰﾑ

■

■



イオン（株）（株）関電エネルギー
ソリューション （株）ユーコム

関西電力（株）

（株）大本組 （株）チームネット

＜事業主、推進責任者＞

＜ｴﾈﾙｷﾞｰｻｰﾋﾞｽ事業者＞ ＜デザイン企画＞

＜ｴﾈﾙｷﾞｰｺﾝｻﾙ推進副責任者＞

＜設計・施工＞
＜環境共生関連コンサル＞

・自然環境・景観

・省（創）エネルギー
・最先端の熱源システムと

エネルギーマネジメント
・環境効率

１００％子会社

設計委託

・情報発信

・省（創）エネルギー、環境効率

・自然環境・景観

エコストア推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ

エコストアー推進グループ 実施体制表

22

エコストアー推進にあたり、エネルギーコンサル部分で関西電力
グループ、設計施工において大本組と連係して実施

イオン伊丹昆陽ＳＣのエコプロジェクトと目標

33

エネルギーの「創造と効率化」により、約3,900ｔｏｎ-ＣＯ2／年削減
ＣＡＳＢＥＥ Ｓ ★★★★★ （ＢＥＥ4.1）取得

自然の力（光・風）
・メガソーラー発電（1,160kW）

・地中熱利用（クールチューブ）

・自然光の利用（光ダクト）

・小型風力発電 など

自然の力（緑）
・壁面・屋上緑化（17,504㎡）

・せせらぎの森

・イオンふるさとの森 など

国内
商業施設
最大規模

国内
商業施設
最大級

省資源・資源循環
・Ｌｏｗ-ｅペアガラス ・打ち水ペーブ

・再生材・間伐材の利用、雨水利用

・店頭リサイクル活動

（お客さまとともに実施） など

省エネルギー
・最先端の熱源システム（アンモニアチラー）

・ＬＥＤ ・遮熱塗装

・大温度差低温水による氷蓄熱システムとＢＥＭＳ

の組み合わせによるトータル運営マネジメント など

国内
商業施設
初導入
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ＣＯ２排出量削減実績（H23.4～H24.1）

3,574ton-CO2
（H24.1末実績）

4,255ton-CO2
（H24.3末予想）

エコプロジェクト全体の効果（実績と年間想定）

44

年間ＣＯ2削減量は、4,255ｔｏｎ-CO2／年削減になる見込
目標に対して、109％（既存店比33％）の達成見込

自然の力

11%

41%
48%

空調関係
・氷蓄熱高効率空調

システム

電気関係
・ＬＥＤ照明他

CO2削減の内訳

（H24.1末実績）

＜削減目標＞
▲3,900ton-CO2

メガソーラー発電設備（国内商業施設最規模）

太陽光発電設備（メガソーラー配置構成）
◆総面積：7,956㎡ ◆パネル容量：1,160kW

55

壁面 多結晶 200kW 屋上 多結晶 960kW

架台設置

水平設置
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（2011/04～2012/01）

メガソーラーによる省ＣＯ２効果と課題

66

電力削減量：1,079,075kWh
CO2削減量：366ton-CO2

※2011年4月～1月集計データ

１．日射量が減ってきた夕方に、電力のピークが発生
２．天候による発電量の変化 ☛ 蓄電池などによる平準化が課題
３．設置条件の課題（広大な面積を要する）

発電量実績 ピークカット効果

日射量と電力量

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0:
0
0

1:
0
0

2:
0
0

3:
0
0

4:
0
0

5:
0
0

6:
0
0

7:
0
0

8:
0
0

9:
0
0

1
0:

0
0

1
1:

0
0

1
2:

0
0

1
3:

0
0

1
4:

0
0

1
5:

0
0

1
6:

0
0

1
7:

0
0

1
8:

0
0

1
9:

0
0

2
0:

0
0

2
1:

0
0

2
2:

0
0

2
3:

0
0

電力量 (kWh/hour)

0

5

10

15

20

25

30

35
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8/14 (日)

受電電力量 ＋ 太陽光発電電力量　最大

気温

日射量

太陽光発電電力量

受電電力量

受電電力量 最大

メガソーラーの発電量

建物全体における発電量比率

5.3％

全体（約20GWh）

遮熱効果（パネル・塗装）

77

◆天井内温度 平均温度差
⇒Δｔ 1℃~1.5℃

◆2011年6月～9月までの電力削減量
⇒11,939kWh（CO2削減 4ton)

太陽光パネルの効果 遮熱塗装の効果

※2011年6月～9月集計データ

◆天井内温度 平均温度差
⇒▲1.6℃

◆2011年6月～9月までの電力削減量
⇒3,642kWh（CO2削減 1.2ton)

※算出条件：外気温26℃以上
評価時間帯6：00～20：00



壁面緑化（国内商業施設最大級）

88壁面緑化率：25.3%

壁面緑化（合計：6,933㎡）
・ﾊﾟﾈﾙ式： 493㎡
・ﾌﾟﾗﾝﾀｰ式：3,633㎡
・ﾜｲﾔｰ式： 2,807㎡

屋上平面緑化（国内商業施設最大級）

99平面緑化率：14.1%、屋上緑化率：6.2%

屋上緑化 2,310㎡

せせらぎの森

水田

ミスト 雨水利用

ﾍﾟｯﾄ水飲場

ｸﾞﾗｽﾊﾟｰｷﾝｸﾞ 4,250㎡



屋上・壁面緑化による省ＣＯ２効果

1010

◆天井内温度 平均温度差
⇒▲1.6℃

◆2011年6月～9月までの電力削減量
⇒9,139kWh（CO2削減 3.1ton)

屋上緑化の効果 壁面緑化の効果

◆天井内温度 平均温度差
⇒▲0.8℃

◆2011年6月～9月までの電力削減量
⇒2,178kWh（CO2削減 0.7ton)

※算出条件：外気温26℃以上 評価時間帯6：00～20：00

導入結果の検証
◆CO2削減量： 18.3ton-CO2 

（設計想定値 92ton-CO2)
※2011年4月～1月集計データ 達成率 19.9％）

アンモニアチラー（国内商業施設初導入）

1111

アンモニア冷媒使用空調機
◆機器容量：100RT×1台

（冷水ﾎﾟﾝﾌﾟ：5.5kW×1台）
★自然冷媒のアンモニアは、

オゾン破壊係数0、地球温暖化係数0

◆チラーは屋上駐車場に配置

◆3階大型専門店の空調をｶﾊﾞｰ

空冷凝縮器フィンへの水噴霧装置取付
（動作試験中）

(1)トラブル：性能低下発生
・ 供給冷水温度が 5.0℃から9.5℃まで上昇

(2)原因：外気温度上昇に伴う保護制御動作
・設計外気温度が35ﾟCの機器であり、性能を
抑制し機器を保護する

(3)対策：水噴霧装置取付および保護制御見直し
・水噴霧により周囲温度を約３℃下げる
・保護動作制御を見直し急激な性能低下を抑える



氷蓄熱・高効率空調システム

1212

氷蓄熱・高効率空調ｼｽﾃﾑ
★氷蓄熱ｼｽﾃﾑの採用・大温度差送水（Δｔ12℃）

高効率ｲﾝﾊﾞｰﾀｰﾀｰﾎﾞ冷凍機の採用・冷却塔の台数制御
◆機器容量：氷蓄熱槽2,700RTh

ﾌﾞﾗｲﾝﾀｰﾎﾞ270RT（製氷時）
ｲﾝﾊﾞｰﾀｰﾀｰﾎﾞ冷凍機680RT×2台

◆使用冷媒：R134a・・・ｵｿﾞﾝ層破壊係数0
CO2削減量⇒789ton（H23.4～H24.1実績）

氷蓄熱槽

空調機

INV ターボ冷凍機

INV

INV

INV

INV

INV

熱交換器

ブラインターボ冷凍機

BEMSによる「見える化」

大温度差低温送水

17℃ 9℃ 5℃

温度差Δｔ12℃
温度差を大きくすることによって
ﾎﾟﾝﾌﾟ流量の低減に効果大！

氷蓄熱槽 2,700RTh

システム全体をＢＥＭＳにて
トータルマネージメント

Fig-3　熱源1台運転時の各負荷率帯に対する発生時間及び発生頻度
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月間平均気温 （℃）

各月の フィーダ別消費電力量の比率です。

（2011年3月～2012年1月の推移）
　（フィーダ１，３，４，６ は、
　　　　該当太陽光発電電力量を加算）

フィーダ６（核店舗系統），
フィーダ４（モール専門店飲食（北東）），
フィーダ１（大型店舗・フィットネス）
の順に 消費電力量の比率が高くなっています。

気温の変動に伴う、フィーダ７（熱源・駐車場系統） の
消費電力量の変化が顕著です。

フィーダ別  消費電力量
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各月の フィーダ別消費電力量と月間平均気温です。
（2011年3月～2012年1月の推移）
（フィーダ１，３，４，６ は、該当太陽光発電電力量を加算）

気温の変動に伴い、消費電力量は増減しています。
特に フィーダ７（熱源・駐車場系統） の消費電力量の変化
が顕著です。

系統別消費電力量原単位系統別消費電力量比率系統別消費電力量

太陽光発電電力量 日射量／天候
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日間太陽光発電電力量
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日間太陽光発電電力量
（屋上） (kWh/day) 

日間日射量
(kWh/m2/day)

【最大日間発電電力量 kWh/day】  9/07(水)
日射強度：  7.09 kWh/m2/day

壁面：  　　578 kWh/day
屋上：    5,440 kWh/day
合計：    6,018 kWh/day

【最小日間発電電力量 kWh/day】  9/20(火)
日射強度：  0.40 kWh/m2/day

壁面：         5 kWh/day
屋上：     217 kWh/day
合計：     222 kWh/day

９月の １日あたりの太陽光発
電電力量と日射量です。

日射量に対応した発電電力
量が得られています。

　天気情報：
　　現地駐在員の記録

熱源機器稼働状況と電力量
熱源機器稼働状況と電力量

0

5

10

15

20

25

30

35

0
8
:0

0

0
9
:0

0

1
0
:0

0

1
1
:0

0

1
2
:0

0

1
3
:0

0

1
4
:0

0

1
5
:0

0

1
6
:0

0

1
7
:0

0

1
8
:0

0

1
9
:0

0

2
0
:0

0

2
1
:0

0

2
2
:0

0

2
3
:0

0

熱量 (GJ)・(GJ/h)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

電力量 (kWh/hour)

AR-1冷凍機製造熱量(積算)(GJ/hour)

TR-1冷凍機製造熱量(積算)(GJ/hour)

TR-2冷凍機製造熱量(積算)(GJ/hour)

IT-1放熱量(積算) (GJ/hour)

IT-1残熱量GJ代表値（瞬時値）

受電電力量＋総発電電力量 (kWh/hour)

受電電力量(kWh/hour)

太陽光発電電力量(kWh.hour)

*1* ターボ冷凍機系　TR-1＋TR-2 + CP-1 +
CP-2 + CDP-1 + CDP-2 + CT-1 電力量
(kWh/hour)
*2* アンモニアチラー系　AR-1 + CP-21 電力量
(kWh/hour)

*3* ブラインポンプ系　BP-1 + BP-2 電力量
(kWh/hour)

*4* 冷水二次ポンプ３台 電力量 (kWh/hour)

9/18 (日)

９月代表日の 熱源機器稼動状態，製造熱量，受電電力量

/太陽光発電電力量 です。

夏季と比較して負荷熱量が減少しているため、ターボ冷凍

機は 「COP優先モード（70%負荷6GJ/hour)」 を継続してい

ました。 また、19時台に ターボ冷凍機２ を停止、氷蓄熱の

完全放熱を実施することで、氷蓄熱設備の有効運用が実

現できています。

最大受電電力量

17:00～18:00

5,440 (kWh/hour)

外気温度と空調負荷熱量

フィーダ別 消費電力量 原単位

フィーダ７
　（熱源・駐車場系統）

フィーダ６＋太陽光
　（核店舗系統）

フィーダ５
　（モール専門店（南東）・防災系）

フィーダ４＋太陽光
（モール専門店飲食（北東））

フィーダ３＋太陽光
 （モール専門店飲食（南西））

フィーダ２
（モール専門店飲食（北西）・防災系）

フィーダ１+太陽光
　（大型店舗・フィットネス）

【 全体 】

【月間平均気温】
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各月の フィーダ別消費電力量 原単位です。（2011年3月～2012年1月の推移）
　（フィーダ１，３，４，６ は、該当太陽光発電電力量を加算）

消費電力量は、（前頁より）
　　フィーダ６（核店舗系統）
　　フィーダ４（モール専門店飲食（北東））
　　フィーダ１（大型店舗・フィットネス）
の順に 多いことに対し、原単位は、
　　フィーダ３（モール専門店飲食（南西））
　　フィーダ１（大型店舗・フィットネス）
　　フィーダ４（モール専門店飲食（北東））
の順に多くなっています。

原単位が上位、かつ、消費電力量も上位である、フィーダ１，４　について
優先的に分析，省エネ取組みを行うことで効率的なエネルギー消費量削減
に結びつけることが出来る可能性があります。

また、原単位が上位である、フィーダ３，１，４（グラフ内マーキング） に
ついては、フィーダ２，５ と比較して、気温の影響が大きいと考えられること
から、各店舗側でのエアコンの運用を見直すことで、夏季の原単位増大の
抑制に結びつけることが出来る可能性があります。

フィーダ
対象エリア

床面積 (m2)

Ｆ７ 駐車場・熱源 29,983          

Ｆ６ 核店舗・地下駐・４階駐 42,912          

Ｆ５ モール南東 13,253          

Ｆ４ モール北東 17,855          

Ｆ３ モール南西 7,611           

Ｆ２ モール北西 12,087          

Ｆ１ 大型・フィットネス 12,781          

合計 136,482        

（株式会社きんでん より）

外気温度と時間負荷冷水熱量 (11:00-22:00)
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時間負荷冷水熱量
 (GJ/hour)

ターボ冷凍機１+２ 熱量製造最大能力
(GJ/hour)

11月　負荷冷水熱量(１時間積算)
(GJ/hour)

10月　負荷冷水熱量(１時間積算)
(GJ/hour)

９月　負荷冷水熱量(１時間積算)
(GJ/hour)

８月　負荷冷水熱量(１時間積算)
(GJ/hour)

７月　負荷冷水熱量(１時間積算)
(GJ/hour)

６月　負荷冷水熱量(１時間積算)
(GJ/hour)

５月　負荷冷水熱量(１時間積算)
(GJ/hour)

４月　負荷冷水熱量(１時間積算)
(GJ/hour)

３月　負荷冷水熱量(１時間積算)
(GJ/hour)

３月～11月の、外気温度 と 負荷冷水熱量 との
相関です。

負荷冷水熱量は、気温の上昇に伴い増大します
が、
　ターボ冷凍機１+２（最大能力運転時）
で、ほぼ全ての負荷に対応出来るため、氷蓄熱
設備の運用を考慮して、今後、ブラインターボ冷
凍機の追掛運転が必要となる可能性は極めて低
いと考えられます。

照明電力量
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モール後方照明電力量
(kWh/hour)
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後方照明電力量
 (kWh/hour)

モール売場照明電力量
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スーパーマーケット売場照明電力量
(kWh/hour) 

核店舗売場照明電力量
 (kWh/hour)

モール照明電力量
(kWh/hour)

系統合計最小
7 (kWh/hour)

系統合計最大
1039 (kWh/hour)

11月代表日の 1時間あたりの系統別照明電力量
です。

系統合計最大　1039　(kWh/hour)，
系統合計最小 　   7　(kWh/hour)，
でした。

未明作業はなく、系統合計の最小電力量は、
 7 (kWh/hour) となっています。

11/06 (日)

照明電力量
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(kWh/hour)

核店舗後方照明電力量
 (kWh/hour)

後方照明電力量
 (kWh/hour)

モール売場照明電力量
 (kWh/hour)

スーパーマーケット売場照明電力量
(kWh/hour) 

核店舗売場照明電力量
 (kWh/hour)

モール照明電力量
(kWh/hour)

系統合計最小
118 (kWh/hour)

系統合計最大
1034 (kWh/hour)

10月代表日の 1時間あたりの系統別照明電力量
です。

系統合計最大　1034　(kWh/hour)，
系統合計最小 　 118　(kWh/hour)，
でした。

未明作業のため、系統合計の最小電力量は、118
(kWh/hour) となっています。

10/22 (土)

BEMSによるデータ集約により、
・夕方の電力推移（受電+太陽光）
・熱源機器稼働状況と電力の推移

を元に、熱源制御の見直しを実施
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まとめ

1515

・専門店の使用エネルギーが大きい事が、既存店舗のＢＥＭＳに
よりわかってきていたので、設計段階より、各テナント様にも協力
いただき、建物全体で対策。

・電気使用量の大半を占める、「空調と照明」について積極的に、
省エネ対策することにより、大きな省エネ、省ＣＯ２を実現。

・内部発熱、外部負荷抑制のための省エネを数多く実施。今後に
ついては、今回、実証した屋上緑化・遮熱塗装、Ｌｏｗ-eペアガラ
スの活用などを元に、より一層の外皮性能向上を検討。

・エネルギー利用について、利用者側も考えなければいけない時
代となっているので、建物建設全体を通して、これにかかわる全
ての人々と一体となった、活動を今後とも実施していきたい。



コンビニエンスストア向けコンビニエンスストア向け
次世代省次世代省COCO22モデル事業モデル事業

大和ハウス工業株式会社大和ハウス工業株式会社

2012年3月16日 （東京会場）
住宅・建築物省CO2先導事業等説明会

国土交通省 平成２１年度第１回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業 採択プロジェクト
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民生部門のエネルギー使用量増加に対して、「創エネ・省エネ・蓄エネ」技術で
コンビニエンスストアにおける次世代型省CO2モデル事業を展開しました。

プロジェクトの全体概要

・民生部門のエネルギー使用量増加
・省エネ法改正による企業全体でのエネルギー管理の必要性
・災害時の防災拠点整備不足（大都市近郊での震災対応）

外 部 環 境

自然ｴﾈﾙｷﾞｰの有効活用、省ｴﾈ改善、災害時のｴﾈﾙｷﾞｰ源確保等手 段

目標１：エネルギーマネジメントを通した最適化運用によるCO2削減
ＣＯ２排出量17％（16.6ｔ-CO2/店 削減）

目標２：防災拠点のモデルづくりと検証

目 標
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実施内容（全体）

既存のｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ店舗に、ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを軸にした、「省エネ」（LED照明）と

「創エネ」（太陽光発電）、「蓄エネ」（リチウムイオン電池）を導入しました。

太陽電池

10kWの太陽電池を屋根

に設置。

ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

電灯、動力回路の電力
の見える化を実施。本
社でも各店舗の状況把

握が出来る。

LED照明

既存の店舗を機器更新
するため、直管型の

LED照明器具を使用。

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

容量10kWh、出力6kVA
のﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池を設置。
太陽光の有効活用と災害
時のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電源として

利用。
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各店舗の電力エネルギー量を細かく計測・見える化し、本部で一括管理して各店
舗に改善提案・指示を行うことにより、省CO2を図ることを目的としています。

エネルギーマネジメントシステムについて

ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

エネルギーマネジメントシステム概要

①各店舗における電力エネルギー量を30分レベル
で計測する。（店舗に計測装置を設置）

②各店舗で得られたエネルギーデータをエネルギ
－マネジメントシステム会社で収集・分析。

③分析した結果をレポートしてコンビニ本部に
提出(1回/半期）。大和ハウスからも継続的に
省エネサポート。

④コンビニ本部より、各店舗に運用改善指示を
行い、省エネを行う。

①

②

③

④

主な改善内容（案）

・従業員が店舗のエネルギーデータを自身で
分析し無駄を削減する。

・各季節毎の「空調・冷蔵・冷凍」温度設定の
管理（手動）。

・各時間帯毎の照明出力の管理（手動）。
・バックルームの省エネ提案。 等
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太陽光で発電した電力は、リチウムイオン電池システムに充電され、
店内の照明やレジに使用されます。災害時には、自動的に電力供給されます。

リチウムイオン電池システムについて
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施工実績

ローソン様、ミニストップ様で11棟を施工しました。
そのうち8棟がリチウムイオン電池システム付のパッケージとなっています。

2011年1月無新店千葉県木更津市ミニストップ木更津羽鳥野店10

2011年1月無新店静岡県浜松市ミニストップ浜松豊保店8

2010年9月無新店静岡県浜松市ミニストップ浜松新原店7

2011年2月有既存店石川県金沢市ローソン金沢本多町三丁目店11

2011年1月有既存店山形県山形市ローソン山形警察署前店9

2010年8月有既存店大阪府堺市ローソン堺百舌鳥店6

2010年7月有既存店熊本県熊本市ローソン熊本八王寺町店5

2010年6月有既存店岐阜県岐阜市ローソン岐阜西荘店4

2010年6月有既存店静岡県静岡市ローソン静岡南安倍店3

2010年6月有既存店愛媛県松山市ローソン松山東石井六丁目店2

2010年3月無既存店福島県郡山市ローソン郡山西ノ内二丁目店1

竣工日
リチウムイ
オン電池

新店・
既存店

所在地店名

※赤字が72下期の実績
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参考導入効果

当モデルを導入した場合、導入しなかった場合と比較して
約12.1％の電力使用量・CO2排出量削減が達成されています。

14,609kg-CO2/年

4,224kg-CO2/年

5,149kg-CO2/年

5,236kg-CO2/年

CO2削減量

25,563kWh/年

7,680kWh/年

9,362kWh/年

9,521kWh/年

電力削減量

マネジメント

ＬＥＤ

太陽光

合計

※2011年1月～12月までの実績（熊本八王寺町店）

7© Daiwa House Ｉｎｄｕｓｔｒｙ All rights reserved.

東日本大震災や台風15号により停電の被害を受けましたが、
リチウムイオン電池システムよりレジや照明に電力を供給しました。

リチウムイオン電池システムについて

レジ、照明レジ、照明供給機器

約1時間１日間停電時間

約1時間約5時間供給時間

・短時間の停電であった
が、周辺で電気のついて
いるところは店舗だけで
あった。

・店舗前の警察署と店舗だ
けが照明を点灯していた。

・電池や食料品を買うお客
様で行列が出来た。

現場の状況

平成23年3月11日

ローソン山形警察署前店

東日本大震災

ローソン静岡南安倍店対象店舗

平成23年9月21日発生日

台風15号
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当モデル事業の反響

当モデルは、商用ベースで初めてのリチウムイオン電池導入店舗として注目を
集め、全国紙に数多く記事が掲載されました。

朝日新聞

住宅産業新聞

電気新聞

産経新聞

朝日新聞

フジサンケイビジネス
アイ

日刊工業建設新聞

日刊工業新聞

日経産業新聞

日経新聞

新聞掲載
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当モデル事業の展開

ローソン様では、環境報告書に当モデルを説明されています。
また、当モデルで使用した「直管型LED照明」を全店に導入することを決定され、

実行されています。（2011年度中に完了）

㈱ローソン様 2010年度環境報告書

また、リチウムイオン電池も、環境配慮型店舗としては標準的に導入をおこなって
おられ、先導的な取組みであったことを証明出来ました。
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コンビニエンスストア業界の取組状況

コンビニエンスストア各社は、2011年度に様々な省エネ・省CO2設備導入
を行った。今後は蓄電池の導入が増えると見込まれます。

・約1300店舗で、店内の照明や看板の照明をLED化

・太陽光、蓄電池導入店舗を実験開始

サークルKサン

クス

・8500店舗で、店内の照明をLED化、スマートセンサー

を設置

・太陽光発電システムを1000店舗に導入

セブンイレブン

・600店舗で、店内の照明をLED化ミニストップ

・全国の店舗（約1万店）で、店内の照明をLED化

・

ローソン

2011年度実施内容



あやめ池遊園地跡地あやめ池遊園地跡地
省ＣＯ省ＣＯ２２タウンプロジェクトタウンプロジェクト

近畿日本鉄道株式会社近畿日本鉄道株式会社

近鉄不動産株式会社近鉄不動産株式会社

国土交通省 平成２１年度第２回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業 採択プロジェクト

2012年3月16日 （東京会場）
住宅・建築物省CO2先導事業等説明会

採択プロジェクト紹介

事業の全体概要

１

菖蒲池駅

交番

ﾒﾃﾞｨｶﾙｺｰﾄあやめ池
（ｸﾘﾆｯｸﾓｰﾙ）

←ﾌﾛｰﾀｰｿｰﾗｰ

コ・ス・パ
（ﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ）

ハーベス（ｽｰﾊﾟｰ）

近畿大学付属幼稚園

近畿大学付属小学校

あやめ池（上池）

HANA（ｶﾌｪ）

ローレルコートあやめ池
（マンション）

ｲﾘｽｳｫｰﾀｰﾃﾗｽ
（ﾊｳｽｳｴﾃﾞｨﾝｸﾞ)

ローレルコートあやめ池東館

戸建住宅

モデル事業対象区域
（１４．７ｈａ）

街区・戸建住宅・集合住宅



２

CASBEEまちづくりに基づく開発計画

環

境

品

質

環

境

負

荷

低

減

性

地区の
サービス性能Ｑ2

Ｑ3

自然環境
（微気候・生態系）Ｑ１

地域社会への貢献
（歴史・文化、
景観、地域活性化）

地域環境
マネジメントLR３

社会基盤LR２

微気候・外部空間の
環境影響LR１

あやめ池遊園地跡地・
省ＣＯ2タウンプロジェクト

住民による持続可能な
エコ活動推進スキームの構築

省CO2技術の導入

街区
戸建
住宅

集合
住宅

地域特性を活かした
まちづくりコンセプトの策定

CASBEEまちづくり

Aランク

池と既存樹木の保全
「風の道」「緑のコリドー」
湿地の復元・自然石護岸

電線共同溝
CATV（光ファイバー）導入
タウンセキュリティ導入

緑のリサイクル計画
自然環境保全・活用
景観・環境ガイドライン

緑地保全・透水性舗装
大気汚染浄化樹木
照明・広告物規制

雨水貯留・透水性舗装
ゴミ分別・生ゴミコンポスト
太陽光発電・ｶﾞｽｺｰｼﾞｪﾈ

環境配慮型建設計画
リサイクル製品の利用

街区の省ＣＯ２設備

駅前ｴｺ掲示板

風かもめ

（太陽光＆風力の街灯）

自然石護岸

フローターソーラー（２０ｋＷ）
(発生電力は集会所等で利用)

ｿｰﾗｰLED
公園灯

【その他設備】
・既存樹木の保全（緑のﾘｻｲｸﾙ）
・ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ対策（透水性舗装、湿地の復元）
・エコステーション（集会所）
・ﾌﾛｰﾀｰｿｰﾗｰの電気を利用した電動ｱｼｽﾄ自転車ｼｪｱﾘﾝｸﾞ

桜並木の再生

３



保全：230本
移植： 93本
残りの伐採木は加工し再利用

既存樹木
（498本）

緑のリサイクル計画

あやめ池の自然
(事業着手前)

あやめ池の自然
(事業着手前)

樹木の保存（専用重機移植工法）樹木の保存（専用重機移植工法）

樹木の保存（残置保存）樹木の保存（残置保存）

伐採材（生木材等）の住民配布伐採材（生木材等）の住民配布

上池桜並木

上池周辺の自然

可能な限り樹木を
その場で保全する
よう公園・緑地を計
画しました。

掘りとり準備

掘りとり～運搬

やむをえず伐採した木・
つる・実や、ﾁｯﾌﾟ・炭・堆
肥などの加工品を周辺
の方に配布しました。

どうしてもその場所に残せな
い樹木は移植用に開発され
た機械で移植しました

ﾁｯﾌﾟ・炭・堆肥の配布伐採材・実の配布移植完了 ４

戸建住宅の省ＣＯ２設備
ダブル発電

【太陽光（3kW）＆家庭用ｶﾞｽｺｰｼﾞｪﾈｼｽﾃﾑ】

透光型耐力壁

外断熱工法

【その他設備】
・通風ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ・生ｺﾞﾐｺﾝﾎﾟｽﾄ
・LED照明 ・雨水貯留槽
・敷地内緑地率２０％ ・地域素材の砂利敷き
・Low-Eガラス＋樹脂サッシ

植栽ﾙｰﾙ等を定めた
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの制定

５



集合住宅の省ＣＯ２設備

高断熱Ｌow-Ｅ膜

Ｌow-Ｅガラス

0.2mmの真空層

0.2mmの真空層を保持する

マイクロスペーサー

一枚ガラス

厚さ6.2mm

2枚のガラス間の真空層とLow-E膜で高
い断熱性能をもつエコガラス（省エネ建
材等級４）を住戸の全開口部へ導入

1.4Ｗ/ｍ2ｋ

1.2ｋal/m2h℃

室外 室内

6.0Ｗ/ｍ2ｋ

5.1ｋal/m2h℃

室外 室内

真空二重ガラス

一枚ガラス

屋上の太陽光ﾊﾟﾈﾙ（２０ｋＷ）

真空二重ガラス

居室から見たﾌﾛｰﾀｰｿｰﾗｰ 【その他設備】
・エコジョーズ（住宅）
・断熱浴槽（住宅）
・LED照明（共用部）
・雨水貯留槽（共用部）
・生ごみコンポスト（共用部）
・敷地内緑地率２０％

共用部ﾓﾆﾀｰ

６

住民による持続可能なエコ活動① 《推進スキーム》

戸建・集合住宅からなる団地管理組合法人を結成し
住民による持続可能なエコ活動推進スキームを導入

エコ掲示板による
情報発信

周辺地域

業務委託運営代行

近鉄グループ

イベント情報など提供

情報発信

奈良市
ＮＰＯ法人など

団地管理組合

７

・街区省ＣＯ２設備の維持管理

・住民エコ活動の運営

エコ活動報告、参加
管理費納入

専用ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ等による情報発信
エコ活動メニュー提供

住 民



住民による持続可能なエコ活動② 《メニュー＆ツール》

支援ツール

住民専用ポータルサイト

エコ掲示板

電動自転車シェアリング

エコステーション

・駅前広場、エコステーション、
専用ポータルサイトの３箇所
よりエコ情報発信

・「CO2見える化」
・エコ活動参加回数の申告 など

・エコステーションで貸出
（無人レンタルシステム）

×
・住民のエコ活動拠点
・街区管理人が駐在し、業務代行

CO2見える化

エコ活動メニュー

・住宅のエネルギー 使 用量申告
によるCO2見える化

エコ教室

マイカー利用の抑制

・外部講師による省エネ教室
・あやめ池まちづくり講習会
など

・マイカー利用抑制回数の申告
・自転車利用回数の申告

促進ツール

地域エコ通貨

あやめ池
エコポイント

×・街区内ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄの

商品券

・公共交通のﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞｶｰﾄﾞ

「スルッとKANSAI
」ネットワーク全域
の鉄道やバスで
利用可能

スルッとKANSAIカード

８

住民による持続可能なエコ活動③ 《エコ活動確認＆報告》

【トップページ】

【ポイント交換申請画面】

ここから
・ガス、電気使用量
・マイカー利用抑制日数
・電動自転車利用日数
・エコ活動参加実績

等のエコ活動を入力

【エコポストの機能】

・団地管理組合内の情報伝達

・エコ活動確認、入力

・あやめ池エコポイント交換申請
（公共交通機関ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞｶｰﾄﾞなどに交換）

・ｼｪｱﾘﾝｸﾞ電気自転車空き状況確認

・ﾌﾛｰﾀｰｿｰﾗｰ発電量確認

９



住民による持続可能なエコ活動④ 《エコ教室など》

平成２３年度に実施したエコ教室
第1回 『太陽光発電の仕組みについて』
第2回 『エコドライブの目的と方法』
第3回 『エコなくらしを考えてみましょう』
第4回 『伸びる、ドイツの再生可能エネルギー』

電動ｱｼｽﾄ自転車ｼｪｱﾘﾝｸﾞ
（3台で運用）

最近の稼動状況
平成２３年１２月 ６５回
平成２４年 １月 ４６回

２月 ４３回

利用方法
①専用ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄで空き状況確認
②ｴｺｽﾃｰｼｮﾝ内宅配ﾎﾞｯｸｽに認証ｶｰﾄﾞを
挿入して鍵とﾊﾞｯﾃﾘｰを取出す
（無人ﾚﾝﾀﾙｼｽﾃﾑ）

③ｴｺｽﾃｰｼｮﾝ前の自転車を利用
④返却時も認証ｶｰﾄﾞを使用

１０

住民の持続可能なエコ活動⑤ 《住民の声》

【まちづくり全体・街区施設の取り組みについて】
★ あやめ池遊園地からの既存樹木を街全体で再利用しており、他の住宅地にはない景観の良さや

自然環境と共生した住宅地であることに加え、タウンマネジメントや省ＣＯ２に取り組んでいる
ことが住宅購入の決め手となった。

★ 自然エネルギーを利用した照明灯兼防犯カメラである「風かもめ」の設置は、小さい子供のいる
世帯にとっては、防犯上非常に安心できる。

★ 自転車を保有していないが、タウンセンターにある電動アシスト自転車のシェアリングは、買い物
等で近場に出かける際にわざわざ車に乗らずに済むので、便利である。

★ 本住宅地のまちづくりコンセプトなどについて、エコ教室で発表してほしい。

【戸建住宅の取り組みについて】
★ 太陽光発電は光熱費削減につながり、ありがたい。
★ 『外断熱＋Ｌｏｗ－Ｅガラス＋樹脂サッシ』により、冬の寒さも和らぎ、空調電気代が節約出来る。
★ ＬＥＤ照明は、省エネで寿命が長いので、メンテナンスの手間も省け、ありがたい設備である。
★ 雨水タンクは、庭の散水に利用出来て、便利で簡単にエコの取組みが出来る。

【集合住宅の取り組みについて】
★ 真空二重ガラスは、空調等の電気代節約による省エネルギーへの寄与、また家計においても経済的に

やさしいので、ありがたい設備である。
★ 生ゴミ処理機はゴミ削減の面でも役立つし、専用庭がある部屋の住民にとっては肥料として再利用

できるので便利である。
★ マンション屋上に設置されている太陽光発電システムが他のマンションにはあまりないエコな取り

組みとして先進的であり、また共用部の電源として利用されていることが管理組合の経費削減に
つながりそうなので良い設備だと思う。

１１



蓄電池を取り入れた蓄電池を取り入れた
「カーボンマイナス＆セーフティ住宅」「カーボンマイナス＆セーフティ住宅」““見える化見える化””

プロジェクトプロジェクト

三洋ホームズ株式会社三洋ホームズ株式会社

国土交通省 平成２１年度第２回
住宅・建築物省ＣＯ２推進モデル事業 採択プロジェクト

2012年3月16日 （東京会場）
住宅・建築物省CO2先導事業等説明会

採択プロジェクト紹介

全体概要 導入システム全体概要

蓄電池

太陽光発電

太陽熱HP

給湯機機

ﾎｰﾑﾈｯﾄﾜｰｸ

緊急地震速報

ＬＥＤ
照明
(DC)

冷蔵庫

ｴｱｺﾝ

おまかせ

ｺﾝｾﾝﾄ

三洋ﾎｰﾑｽﾞ三洋ﾎｰﾑｽﾞ

分析・ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ分析・ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

ｸﾞﾘｰﾝNetﾀｳﾝｸﾞﾘｰﾝNetﾀｳﾝ

・停電時自動通電（平常時も使用可能）
・在宅介護者の酸素吸入器や介護ベット
・テレビ、ポットなどに利用可能

・ＥＳ：Ｅｎeｒｇｙ Ｓｔｒａｇｅ ＆ Ｅｃｏ Ｓａｆｅｔｙ

（蓄電による、エコと安心）

省ｴﾈ競技会

ｸﾞﾘｰﾝNetﾀｳﾝｸﾞﾘｰﾝNetﾀｳﾝ



全体概要 システム構成図

照明、インターネット回線、
緊急地震速報、非常用ｺﾝｾﾝﾄ等

全体概要 蓄電システムの設置例

電池容量
１．５７ｋWh

太陽光発電システム
太陽熱利用エコキュート



全体概要
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グラフデータ：年間12日分（3/30・4/24・5/20・6/17・7/16・8/20・9/24・10/21・11/20・12/22・1/13・1/14）の全国10棟平均

蓄電システム充放電動作パターン

AC＋ＤＣ給電併用型

※但し２月はデータ未の為、１月は２日分のデータを使用

｜
６時

｜
１２時

｜
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｜
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｜
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蓄電

放電
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充電ｽｲｯﾁの
ＯＮ／OFF
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蓄電

① ② ③ ⑤ ④④ ② ③動作パターン
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７時
｜

１０時
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余剰電力買取４８円/kwh

停電時放電スイッチＯＮ
停電復旧時スイッチＯＦＦ

蓄電システム基本動作パターン

※Ｇｏｏｇｌｅより
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地震M9.0
３月１１日 １５日 １６日 １７日 １８日第４Ｇ

第１Ｇ

東日本大震災
での活躍

蓄電システム導入家庭の「計画停電期間」の運用状況

関東エリア：８件

■計画停電対象：４件

・埼玉県：２件

・千葉県：２件

■地震発生時に停電：1件

・茨城県土浦

■停電なし：３件

・千葉県：３件

関西エリア：１１件

・大阪府：４件

・滋賀県：２件

・和歌山：４件

・兵庫県：１件

九州エリア：1件

・福岡県

★埼玉県のK邸では、３/１７の夜

計画停電時に緊急地震速報が発報



計画停電時の居住者の声

埼玉県 Ｙ様

お客様から「計画停電時に助かりました」
と多くの声をいただきました。

・夜の停電時に非常に有効性を感じました。

・懐中電灯などのスポット的な明りではなく、
住まい全体を照らす光があると行動範囲が
広がります。

・計画停電があっても冷静でいられます。

・余震などの情報に耳を傾ける以外は、
いつもの暮らしと何ら変わりありませんでした。

・停電時も明りがついてるので、ご近所から
『何であの家だけ明りが・・・？』と不思議がら
れました。

・こんなにも早く、蓄電池の出番がある
とは思いませんでした。

・懐中電灯や乾電池が手に入りにくい事態も
あわてる心配がありませんでした。

・ＬＤＫ、トイレ、廊下といった必要な生活空間が
明るく保たれました。

・テレビ、パソコンが使えたので、必要な情報を
収集することができました。

・小さな子どもがいる為、安心の材料になっています。

東日本大震災
での活躍

蓄電池の稼働状況 太陽光発電と蓄電池の稼働状況

O様 千葉県我孫子市 太陽光 5.04kW
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放電蓄電
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放電蓄電 放電蓄電

雪のため、
太陽光が発電せず、
蓄電もされない

照明を多く利用 日中の蓄電が
無かったため、
放電もない

夜間の蓄電

照明利用少ない

朝の放電が少ない
ため、蓄電量も少

夜間の蓄電分
を放電

夜間の蓄電
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ベーシック +太陽熱 +蓄電
(ｋＷｈ)

ベーシック ｖｓ ＋太陽熱 ｖｓ ＋蓄電 （全て ＰＶ＋オール電化）比較

■月別消費電力比較

（ベーシック）・・・８５棟
・太陽光＋オール電化

（＋太陽熱）・・・９７棟
・太陽光＋オール電化
・太陽熱＋省エネ競争

（＋蓄電）・・・１８棟
・太陽光＋オール電化
・太陽熱＋省エネ競争
・蓄電システム

2012年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

一般 930 672 552 513 567 598 532 545 659 999 1,146 1,089
太陽熱 898 598 493 490 547 571 494 492 595 945 1,077 997
太陽熱+蓄電 731 520 512 478 501 501 478 513 626 922 1,118 1,010

（ｋＷｈ）

2012年2011年

三洋ホームズ仕様

蓄電池の稼働状況

■消費電力比較 蓄電（あり１５棟vsなし８６棟）
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蓄電システムの有無による消費電力の比較

■消費電力比較 蓄電 関東（あり６棟vsなし２２棟）
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ＣＯ2削減効果
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各家庭におけるCO2削減率

蓄電物件のＣＯ2削減率

住まい人数とCO2削減率 太陽光容量とCO2削減率

※データ：2011年3月～2012年2月

ＣＯ2削減効果

三洋ホームズ仕様 住まい人数
発電量
(kWh)

消費量
(kWh)

CO2排出量
(kg-CO2) 削減率

太陽光＋オール電化＋見える化 3.7人 4,072 8,639 1,872 54%

＋太陽熱＋省エネ競争 3.8人 4,191 8,007 1,564 62%

＋蓄電 3.8人 5,279 7,392 867 79%

仕様別CO2削減率の比較（年間１棟あたりの平均）

一般住宅 三洋ホームズ

太陽光＋オール電化

三洋ホームズ

太陽光＋オール電化
＋

太陽熱

三洋ホームズ

太陽光＋オール電化
＋

太陽熱＋蓄電

4,100

ＣＯ2排出量（kg-CO2／年）

1,872 1,564
867

54％削減
62％削減 79％削減

※データ：2011年3月～2012年2月

ＣＯ2削減効果



見える化の効果 仮想ネットタウンと省エネ競技会

＜省エネ優秀家族表彰＞

全国４地域で、年２回開催の大規模イベント
にて、省エネ競技会参加者の消費電力削減
率の優秀家族の方を表彰

開催期間 2009～2011年
開催回数 20回
集客総数 6,477名
表彰家族数 24組

省エネ競技会優秀家族

・A様の消費電力（３～４月）
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見える化の効果



分析データの紹介
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電力需要と先導事業物件の電力使用量
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一般 太陽熱 ｴｱｺﾝ一週間平均（2010/8/22～28）
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夏
合計  　21.1  　　　20.3　  　　7.4
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一般 太陽熱 ｴｱｺﾝ一週間平均（2011/1/23～29） 冬

(Wh)

合計  　38.4  　　　35.0　  　　7.6

今後に向けて 導入時の課題およびと普及・波及に向けた課題と解決策

②技術的課題：仕様・規格・安全対策

・蓄電池システムの電圧仕様・安全対策
仕様や規格がないため調整が難航（各メーカー・電力会社等）

・直流システム、系統・蓄電電力切り替え装置
LED照明のちらつき（半導体リレーの過敏反応）

照明機器が消える（一部のインバータ照明が１５ｍｓの瞬時停電に反応）

省ＣＯ２住宅・スマートハウスを確立し、日本国内への普及とともに
日本の「エコ」で「スマート」なライフスタイルを世界に発信する。

①販売上の課題：費用対効果・価値の訴求

・初回の先導事業にて「見える化」した実績データを活用
類似の世帯構成・ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの実績データを紹介、省ＣＯ２システム全体として訴求

・防災面を訴求
緊急地震速報、ＬＥＤ照明での安全確保など、来るべき地震に備える防災面を訴求
（特に3.11以降は要望が劇的に増加）

③今後に向けて

・「システム」だけに頼らず住んでいる「人の工夫」を促し、効果を最大化する事が重要
・住宅等から出てくる「データ」を「サービス」に活用し設置者のベネフィットを創出していく


